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今日のハナシの概要

意向も聴き取った

… 意向は家族で出した結論だったのか？

ここで地域計画もひと段落…

でも？

地域での話し合いも成された

… 誰と誰が話し合って何が決まったのか？

目標地図も完成した

… いったい誰が作ったものなのか？

今後は実現に向けた実行だ

… いまの計画のまま実行でよいのか？









現状を見つめ持続可能な
括り（取組みの範囲）を検討しよう

・今の括り（範囲）で継続可能なのか？

・投薬？手術？何が必要なのか？

・新たな括りを考えるべきなのか？



山形県寒河江市
柴 橋 地 区

現状の把握と分析

話し合いとは言うものの

その対象をどこにとるか
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年齢層 平成7年 平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年

0～4 361 338 414 341 305 220

5～9 394 428 380 347 339 270

10～14 578 406 441 347 334 286

15～19 540 522 370 387 316 305

20～24 370 414 450 310 240 206

25～29 324 469 511 495 311 202

30～34 392 381 476 437 482 271

35～39 501 421 403 413 418 419

40～44 654 542 431 398 380 394

45～49 636 663 545 427 378 348

50～54 441 620 688 547 425 354

55～59 499 430 613 687 543 433

60～64 541 500 437 632 661 527

65～69 573 484 473 420 617 648

70～74 463 530 481 444 400 570

75～79 338 401 476 422 428 353

80～84 229 267 341 376 395 366

85～89 134 146 175 267 303 297

90～94 52 66 81 95 139 199

95～    15 22 29 35 39 75

柴橋地域の人口の推移
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昭和３０年生
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昭和５５年生



山形県寒河江市
柴 橋 地 区

本気の話し合い（事例の１）

複数集落同時に地域計画

地域の営農計画への反映



❶アンケート実施（意向調査）

❷意向地図作成

❸地域農業の将来について話合い（ＷＳ形式）

❹担い手農家によるワーキング会議

地域計画目標地図と営農計画図の作成

柴橋地区における地域計画作成の流れ

14



「耕作者年代調査地図 （R５．８月時点）」

69

79

89



「意向地図（R５．８月時点）」

（相手が未定）

（相手が未定）



①１０年後も農業を継続していける人の検討

地域内の人材 地域外からの人材 法人

組織 …など
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山形太郎 村山花子 宮城次郎 秋田三吉

米沢市男 庄内米子・・・・・・・・・・・・・・・・米沢市男

○○ライス

○生産組合 ・・・・



「意向地図（R５．８月時点）」

１０年後
管理が難しく

なりそうな農地

説明上、点線のエリアを
切り取って解説します。

（相手が未定）

（相手が未定）



貸したい（貸出先が未定）

手放したい

借りているが返したい

を脱色した図面

１０年後管理が難しくなりそうな農地

この図面を使って、
白抜きの農地を

誰がどう管理するか？
を話し合う。
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脱色（ブリーチ）地図



№ 作物 耕作者 面積【ａ】

地域農業継承者【　　　　　地域】

農地を次代につなげようWS　検討内容

１０年後、誰が何を作って営農できるかの検討
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№ 作物 耕作者 面積【ha】

41 米 10.0

42 米 20.0

43 米 5.0

44 米 5.0

45 米 50.0

46 枝豆 1.0

47 枝豆 1.0

48 枝豆 20.0

49 枝豆 2.0

50 アーモンド 1.0

51 菊芋 1.0

52 ぶどう 2.0

53 ぶどう 2.0

54 ぶどう 1.0

55 ぶどう（ワイン） 5.0

56 ぶどう（ワイン） 4.0

57 ぶどう（デラウェア） 1.0

58 ぶどう（デラウェア） 1.0

59 ぶどう（大粒） 1.0

60 ぶどう（大粒） 0.3

61 さくらんぼ（観光） 5.0

62 さくらんぼ 3.0

63 さくらんぼ 1.0

64 さくらんぼ 0.3

農地を次世代につなげようWS 提案内容
提案【金谷】

耕作者番号

作物が違えば
同じ耕作者を
その都度記入
する

作物と耕作者
ごとの番号
シールを作ると
便利



営農計画原案（１回目ゾーニング作業）
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❶アンケート実施（意向調査）

❷意向地図作成

❸地域農業の将来について話合い（ＷＳ形式）

❹担い手農家によるワーキング会議

❺女性と若者による話し合いの実施

❻地域全体で調整会議を実施

柴橋地区における地域計画作成の流れ
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プラス



年齢層 平成7年 平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年
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柴橋地域の人口の推移
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№ 作物 耕作者 面積【hａ】 面積【ha】
図測

301 ブドウ 2.94

302 桃 0.7

303 リンゴ 0.61

304 サクランボ 0.7

331 デラウェア 3㏊～

332 大粒

333 ワイン

334 デラウェア 0.67

335 ワイン 1.83

361 一般野菜

362 イタリア野菜

363 ⾧なす 20ａ

364 里芋 20ａ

365 有機野菜 20ａ位

366 花木（ユーカリ） 10ａ位

367 花木（啓翁桜） 1hａ位

368 花木（スモークツリー） 30ａ 0.24

369 ブドウ 5㏊位 5.34

370 施設野菜 1.77

371 ラフ、さくらんぼ、桃 2.5㏊位 2.65

372 ブドウ、さくらんぼ、桃 2㏊ 1.8

373 ブドウ 2㏊ 3.6

391 柿 3㏊位 3.14

1.34

1.57

2.97

提案内容
提案【 寒河江中郷 地区】

1㏊

提案【 金谷 地区】

7.12

耕作者番号

作物が違えば
同じ耕作者を
その都度記入
する

作物と耕作者
ごとの番号
シールを作ると
便利
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このマニュアルに詰め込んだもの

農地整備事業の営農計画と地域計画の連携

（複数集落の地域計画を同時進行で策定）

中山間地域における営農計画と地域計画づくり

中山間直接支払いの集落戦略づくり

（集落戦略と地域計画の関連づけ）

平場地域と中山間地域で同じ手法でやれるのか

この４年間山形県内で取り組んできた事例から
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山形県農業会議

この画面をクリックして
ダウンロードを

公式ホームページ



山形県では
平成１９年度から
独自に人材育成を

step1 ： 基礎研修

step2 ： 現場研修

step3 ： 企画研修

step4 ： 実践研修

地域づくりプランナー認定
（現在３０名が認定登録）

※注：令和６年度

※令和６年度末



※注：令和６年度



農林水産省
令和７年度も開催
今年５年目に突入
※入門コース

全６回のオンライン講義

※実践コース
全２回のオンライン講義
対面講義を全国で開催
受講後のオンラインゼミ

※ネットワーク
交流と情報交換の場

※注：令和６年度



＠ｎｏｂｕ

地域が一体になるから

できることが必ずあるはず

皆さんの役割が重要なのです

地域づくりは

子や孫への未来投資

私たちがもうひと踏ん張り！




